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短波レーダーを用いた中規模移動性電離圏擾乱（MSTIDs）の伝搬特性の研究：
極域オーロラ帯と中緯度領域における同時観測 
 要  旨 
 移動性電離圏擾乱（Traveling Ionospheric Disturbances : TIDs）とは地球超高層大気中を移
動する電離大気の擾乱である。これまでこの現象については様々な研究がおこなわれている。
TIDs の空間的な規模はその発生のメカニズムに依存しており、規模によって small-scale, 
medium-scale, large-scale の３つに分類がなされている。TIDs が極域オーロラ帯で発生すると
中低緯度に向かって伝搬していくことが知られている。このような TIDs は medium-scale, 
large-scale のものが多く、特に本研究で対象としている TIDs は medium-scale の TID（以下、
MSTIDs）である。 
 TIDs の観測には様々な観測機器が用いられてきた。なかでも極域で TIDs を観測する場合、
HF 帯の電波を用いた干渉性散乱レーダーのネットワークである SuperDARN を用いることが
多い。SuperDARN レーダーは 16 本のアンテナによって構成されており、1 基で方位角 、
半径約 3500 km の扇形の範囲を観測することができる。そのレーダーを用いて地上反射波の受
信強度を観測することで、TIDs に伴う電離圏電子密度の波状構造を得ている。 
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究の目的は、この SuperDARN を用いて極域と中緯度領域の双方で観測される MSTIDs を定
量的に解析することで、MSTIDs の長距離伝搬を示唆すると共に、それぞれの領域における伝搬
特性の違いを明らかにすることにある。 
 解析の結果、MSTIDs の長距離伝搬を定量的に示唆することにほぼ成功した。ただし、その波
状構造を保って伝搬するか否かは電離圏の荒れ具合が影響している。同時に、極域と中緯度で観
測された MSTIDs パラメータの統計的な解析では、両者の伝搬方向は明らかに赤道伝搬である
ものの、極域では南南西、中緯度領域では南南東に卓越する傾向が明らかになった。また、極域
で観測される比較的位相速度が大きい MSTIDs は、中緯度領域では観測されにくいことが明ら
かになった。これは位相速度が大きい MSTIDs が電離圏内部でエネルギーを消散しやすいこと
と、SuperDARN レーダーがビーム収束によって波状構造を観測していることなどが強く起因す
るためと考えられる。 
 
